
植物の生理的活動

夏の暑い日、木陰に入るとひんやりした空気に心が安らぎます。木陰は日向

よりも気温が低いのですが、これはただ太陽の日差しを遮っているから、と

いうわけではありません。樹木は生理的活動により葉から水分を放出してい

ます。これを蒸散作用と言い、この水分が気化する際、周囲の熱を奪うため

木陰は涼しくなるのです。

庭パッシブの役割

太陽の光を調節する

一番大きな自然の力が太陽の光です。地球上のエネルギーの源です。

寒い冬でも室内にたっぷり太陽光を取り込み暖かく、夏は太陽の光

を避けることで快適に過ごせます。

落葉樹は夏の日差しを遮り、冬は日差しを邪魔しません。南に面した大きな掃き出し窓があれば、室内でも木陰を

感じられるような場所に落葉樹を植えてみましょう。室内の環境ががらりと変わるはずです。夏は建物外壁が太陽

に照らされ、熱く熱を帯びることがあります。窓の前だけでなく建物周囲に樹木があれば、外壁全体の熱さを緩和

することができます。これにより冷房効率も大きく変わります。

日陰を作るだけなら可動式のシェードでも良いのでは？と思われるかもしれません。しかし樹木には日陰をつくる

だけではない力があるのです。

パッシブデザイン（passive design）とは、建物を取り巻く自然環

境の特性を活かし、室内を快適にするための設計手法です。

自然環境は季節ごと、地域ごとに異なります。

例えば、太陽は夏と冬では日の巡る高さ（太陽高度）が違います。

風も、夏と冬では吹いてくる方向が異なります。また晴れの多い地

域や雪の多い地域など、地域の数だけ、多様な自然環境があります。

パッシブデザインは、まず建物を建てる土地の自然環境特性を理解

することから始まります。今回は、庭パッシブの役割についてご紹

介します。



風をつくる庭

京都の京町家は鰻の寝床とも言われる細長い形状をしています。家の奥には小さな坪庭が

設えられていることが多いです。蒸し暑い京都では、この坪庭が風の通り道としての機能

を担っているのです。大抵の場合、坪庭は建物に囲まれた日陰になっており、通りに面し

た玄関に比べひんやりとした空気が感じられます。この気温差により風がうまれ、心地よ

い風が吹くのです。

本当の暮らしやすさとは？

樹木は微気候調整機能を持っています。微気候とはある限られた範囲での気候を指します。

ダイナミックに変化する太陽の光や風・雨を遮り、住みやすい環境を作ります。 家そのものの性能を高めることは

もちろん、五感でも涼を味わえると暮らしが豊かになります。

風鈴の音色で涼しさを感じたり、風に揺れる葉音など、日本人は昔から夏を楽しむしつらえや、四季を味わう感覚を

大切にしてきました。見た目にも涼しさを感じるために家づくりで取り入れたいのが、緑の存在です。

もちろん樹木を植えるとことは、掃除や剪定など手間がかかります。少し手間がかかっても、パッシブデ

ザインを活用して快適な暮らしを叶えてみませんか？

庭に樹木を植えることで、木陰や蒸散機能の効果で地表面が涼しくなります。これにより周囲と気温差ができると上

昇気流が起き、風がうまれます。風により体感温度が下がるので、冷房が無くとも心地よく過ごせる時期が長くなり

ます。

水分の蒸発散

樹木がある場所には土があります。土には雨水が浸透し、少しずつ蒸発していきます。この雨水浸透と蒸発散に

より、夏場の温度上昇を抑えられます。

例えばコンクリートやアスファルトの透水性は低く、濡れてもすぐに乾きます。そして太陽に照らされれば、触

れないぐらいの高温になります。夜になってもすぐに熱は冷めず、夜間の気温低下を妨げます。家の周りをコン

クリートにしてしまうと、より夏の暑さは過酷なものになってしまいます。できるだけコンクリートのような透

水性の低い材料は少なくし、地面に水を浸透させる素材を多く使うことで、夏の暑さが和らぎます。

土のスペースも残しながら、地面に水を浸透させることを意識しましょう。


